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児童 保護者 教師 全体

5
読書活動が充実している。（朝の読書、読み聞かせ、うち読
～ノーメディア、学校図書館利用）

児童アンケートで「よく読書をしている」と肯定的に答えた割
合が８０%以上 2.8 2.8

6
生き物や植物を大切にする心が育っている。（道徳、生活
科・理科、飼育・栽培　等）

児童・保護者アンケートで「生き物を大切にしている」と答え
た割合が８０%以上 3.4 3.0 2.6

7 地域との連携を図っている。
（ふれあい参観日、くしま学ウオークラリー、宿泊学習  等）

児童・保護者アンケートで「地域の行事に積極的に参加して
いる」と答えた割合が８０%以上 3.0 3.1 2.9

○授業を受ける児童が「分かりやすい授業を受けている」と感じていることが大切である。先生方は、まだ工夫の余地があ
ると思われていることに、福島小の先生方のすばらしさを感じる。
○分かりやすい授業については家庭学習の内容プリント、テストの結果等に反映されていると思う。先生方が工夫して分
かりやすい授業をされているのかが理解できる。堅苦しい授業というよりユニークで魅力のある授業内容が子どもに楽し
い授業時間となっていると思う。
○授業の分かりやすさが８０％はすばらしいと思う。もっと上を目指して工夫改善に力を注いでいく努力を重ねていくとよ
い。
○家庭学習の習慣が身につくこと大事だが、現代の保護者は二人とも職に就いているところに悩みがある。なんとかよい
方法を考えてほしい。
○「家読」や「読み聞かせ」については個々のばらつきがあると思うが、朝やお昼の時間の読み聞かせ、地域の方の協力
のもと、「読書」への関心は高まっていると思う。今後も地域の方や市などとも連携し、読書によって学力向上だけでなく、
心と視野が広がるということを定着させてほしい。
○読書離れが心配される中、読書に親しませるいろいろな手立てが講じられていることに感謝している。ＩＣＴの時代が進
む中だからこそ読書を大切にしてほしい。人格形成や多様な学力を身に付けるのに読書は欠かせない。今後も読書活動
に積極的に取り組んでほしい。
○「４」の家庭学習の習慣について、保護者の評価が低いことに驚いた。子どもたちが家庭において学習する環境にある
のか疑問に思うこともある。
○読書の習慣をもった方がよいが、個人差もあり、定着は難しい。読んでみると案外面白いという体験をさせてみてはどう
か。
○「読み聞かせ」については、約30年前にＰＴＡの図書係が取組を始めた活動であり、今も継続しているのはよいことと思
う。ＰＣ、スマートホンの登場で環境は変化しているが、活字にふれ、人の話を聞くことは人間形成にとって重要と思える。
是非継続して頂きたい。
○読書活動においてはボランティアの方の協力だけではなく、高学年児童による低学年児童への読み聞かせ等も行って
ほしい。
○少子化により親子会活動も少なくなり、地域とのつながりが希薄になってきているので、今後はＰＴＡ活動やスポーツ少
年団活動が重視される。
○家庭での学習は子どもたちは身についていると感じているが、親の評価は低い。親も一緒になって取り組む必要があ
る。
○サマー学習は福島高校との連携としてよい取組であるので今後も行ってほしい。
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※　児童・保護者の評価は、アンケート結果をもとに数値目標と照らし合わせて付けたものです。

保護者アンケートで「いじめ」に関する項目で良好な割合が
８５%以上、児童アンケートで９０%以上

児童・保護者アンケートで「学校は楽しい」「相談にのってく
れる」に関する項目で良好な割合が８０%以上

児童・保護者アンケートで「きまりやマナーを守っている」と
答えた割合が８５%以上

児童・保護者アンケートで「思いやりの心をもって接してい
る」と答えた割合が８５%以上

児童理解に努めている。

具　体　的　数　値　目　標

児童・保護者アンケートで「授業は分かりやすい」と答えた割
合が８０%以上

児童・保護者アンケートで「意欲的に学習に取り組んでい
る」と答えた割合が児童・保護者ともに８０%以上

児童・保護者アンケートで「読み、書き、計算などの基礎学
力が身に付いている」と答えた割合が８０%以上

児童・保護者アンケートで「家庭学習の習慣が身に付いてい
る」と答えた割合が８０%以上

児童・保護者アンケートで「当たり前のこと３か条を守れてい
る」の割合が児童80%以上、保護者70%以上
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保護者が学校の様子を参観しやすい環境を作っている。
（一時預かり等）

17

18

保護者アンケートで「参観しやすい環境をつくっている」と答
えた割合が９０%以上

保護者アンケートで「地域へ教育活動の啓発をしている」と
答えた割合が９０%以上

19

分かりやすい授業が実践されている。（短く分かりやす話し
方、ICTの活用、活用力の重視、家庭との連携）

児童は清掃活動に積極的に参加している。

児童の主体的な取組を促す手立てを明確にした体育的行
事を計画する。

児童の危機意識を高め、迅速かつ安全に行動する避難訓
練を実施している。

いつも「福島小　当たり前のこと3か条」を意識させて学校生
活を送らせている。

④
学
校
運
営
全
般

授業中の児童は、積極的に発表するなど意欲的に取り組ん
でいる。

20
いじめのない学校を目指して努力している。

自己評価

3.1

3.0

2.8

3.5

3.1
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3.6

3.3読み、書き、計算などの基礎学力が身に付いている。

8
3.1

9

PTAの協力を得るなどして環境美化に努めている。

保護者アンケートで「環境美化に努めている」と答えた割合
が９５%以上

②
生
活
指
導

3.3

11

13 児童・保護者アンケートで「体育的行事」に関する項目で良
好な割合が８０%以上

3.1

3.4児童は思いやりの心をもって友達に接している。

家庭学習の習慣が身に付いている。
（決まった時間以上学習することができる。）

2.8

児童・保護者アンケートで「そうじや整理整頓に進んで取り組んでいる」と
答えた割合が児童８０%以上、保護者６０%以上

3.2 3.4

3.3

児童は「福島小よい子の一日」や社会のきまりやマナーを
守っている。 3.3

③
保
健
安
全
指
導

16

児童・保護者アンケートで基本的生活習慣に関する項目で
良好な割合が９０%以上

児童・保護者アンケートで「食育」に関する項目で良好な割
合が９０%以上

児童・保護者アンケートで「危機意識」に関する項目で良好
な割合が９０%以上

3.5

学校便りやホームページ等で学校の情報を紹介している。

14

15

2.5

12

早ね・早起き・朝ごはん定着の呼びかけを行い、手洗い・う
がいなどの基本的生活習慣の定着を図っている。

家庭との連携の中で食育の推進を図っている。

3.6
○運動会は学校・家庭・地域にとっても大きな行事であり、とても楽しみにしている行事である。児童が主体性
は協調性を十分発揮し、成長の姿が見られる運動会を今後も楽しみにしている。
○保護者が意識を高め、学校の取組に積極的に協力するように啓発活動を工夫してほしい。
○運動会では全児童の競技する姿に、毎年勇気をもらっている。全児童がゴールという目標に向かって一生
懸命取り組んでいる。たとえ途中ミスしてもまたスタートすることができる。速い、上手、遅い、下手は個の力だ
が、目標に向かって必死にがんばっている子どもたちに拍手を送りたい。
○運動会は毎年感動する。全学年、全てのプログラムにおいて、練習の成果を出し切り、最後まであきらめな
い頑張る姿を見ると家族の応援だけではなく、先生方の日々のご指導によって子どもたちが同じ目標に向かっ
て一致団結する力が手に取るように伝わってきた。
○運動会での児童の係、役割はすばｔらしい行動で　感服した。先生方の指導のたまものと理解している。
○持久走大会や大縄、短縄大会では皆で応援し、励まし合いながら最後まであきらめない姿にとても感動しま
した。
○登校するのが遅れる子など家庭環境の影響おあるのではないか。生活のリズムを作ることは体にとってもま
た大人にとっても大事なことであることを親も認識する必要がある。
○避難訓練については回数よりも中身の充実を図る方がベターなのでは。ＰＴＡの協力を得て、保護者との合
同訓練も必要なのではないか。
○早寝早起き朝ご飯については、今後も学校と家庭、地域との密な連携の必要性を感じる。
○早寝早起き朝ご飯など基本的な生活習慣は絶対１００％ではなくてはと思う。
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3.1 2.7

2.9

3.7

現在の状況（成果と課題） 学校評価委員からのコメント

○参観日については、いろいろな意見があり、保護者全員が納得できるものにすることは難しいと思う。主催
者側である学校のねらいのもと、多くの保護者が参加するように手立てを工夫してほしい。
○集団感染する病気等に十分配慮願いたい。最近、インフルエンザによる学級閉鎖もあったようなので、保健
衛生面について保護者に知らせてもらいたい。
○学校運営全般については、全職員の方々に感謝の気持ちでいっぱいである。未来あるこの子どもたちのた
めに教師、保護者が一体となって「共育」にがんばってほしい。
○いじめは子も教師も「ない」と評価している。先生方の努力の結果であり、この状態を継続してもらいたい。
○参観日の設定は学校主体で考えてはいかがか。より多くの参加が理想だが、現実的には難しい。保護者の
意識向上を図るしか方法がないのではないか。
○参観日の一時預かり保育は、安心して参観や懇談に参加でき、とてもありがたい取組だと思う。
○参観日に出席するのは当たり前のことだが、どうしても出席できなかった親には参観日の内容を知らせる方
法ととられるとよいのではないか。
○いじめについては、昨今、現場では少なく、ＳＮＳなど目に見えないところで起こっている。ラインでの言葉の
いじめ、グループラインでの無視など今後、更に課題が増えてくるのではないか。

番　号 評　　価　　項　　目
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3.1 3.5

3.3

評定

3.3

○分かりやすい授業や児童の意欲的な授業への参加について
は、4段階の評価では昨年度と変わらない結果が出ているが、細
かく見ると保護者と教師評価が指導の評価を下回っていた。今
後、学ぶことの大切さについて児童に考えさせたり、４つのチェッ
クポイントを重視した指導方法の工夫改善を図っていくなど授業
力の向上が望まれるところである。
○家庭学習の習慣については２極化の傾向がみられ、特に保護
者の評価は、児童・教師と０．５ポイントの開きがあった。家庭学
習は、学習内容を確かなものにする上でも不可欠なものである。
家庭との連携を図った取組について検討し、工夫改善を図って
いく必要がある。
○読書活動については、読み聞かせボランティアの方々による
朝昼の読み聞かせや図書委員会による昼休みの図書貸出、秋
の図書館祭りでの啓発活動など様々な取組を行うことができた。
ただ、児童アンケートでは読書に積極的に取り組んでいる児童
の割合は３．０を下回っており、決して高いとは言えない。今後も
読書活動の推進を張っていけるように、学校図書司書との連携
を密にし、児童の読書意欲を喚起する取組や工夫を図っていく
必要がある。
○地域との連携については、各学年で地域人材の活用や生活
科・くしま学、夏休み期間に実施したサマー学習など地域に密接
した学習を展開した。ただ、保護者の意見の中には「サマー学習
の回数や時間が短いなど。」などの意見も出された。今後も連携
の在り方を工夫していくと共に、連携の様子についての情報発
信にも力を入れていきたい。

○「当たり前のこと３か条(あいさつ、言葉づかい、ろうか歩
行)」については、実態を見るとまだまだ十分であるとは言
えない。さらに３か条の徹底が図られるよう指導の工夫・改
善を図っていきたい。
○自分の子どもがきまりやマナーを守れていると答えた児
童と保護者・教員の評価には違いがみられる。ギャップの
解消に向け、規範意識の育成に向け、家庭との連携や道
徳教育・キャリア教育の充実等、総合的な取組の工夫・改
善を図っていく必要がある。
○清掃については、お掃除名人を賞賛する等の取組など
自主的・自発的な清掃清掃活動の充実を図っているが、そ
の一方で学級内での整理整頓が十分でないなど課題も見
られる。下校時の持ち帰り指導や記名指導の徹底など、家
庭との連携も図りながら継続していく必要がある。

○運動会では、児童が競技・演技に、そして高学年児童は
それぞれの係に意欲的に取り組む姿が見られ、素晴らしい
運動会を行うことができた。
○早寝・早起き・朝ごはん等、基本的生活習慣に関するア
ンケート項目では、保護者の肯定的な評価が約７割であっ
た。今後も学校と家庭が連携して、基本的生活習慣の定着
が図られるよう取組を工夫し、意識の向上を図っていく必要
がある。
○保護者の意見の中には、大規模災害の訓練実施や訓練
の実施回数が少ないなどの意見があった。今後、児童の
保護者への引き渡し方法等を含めた具体的な動きを検討
や教室内だけでできる避難訓練など検討していきたい。

○参観日の設定の仕方については、毎年改善を望む声が
寄せられている。保護者も様々な立場の方がいらっしゃる
ので、この方法なら全員が納得というものはないが、児童
の学習等の様子を観てもらい、家庭との連携を図っていくと
いう参観日の大きなねらいが達成できるよう計画していき
たい。
○いじめのない学校づくりについては、日頃から児童生徒
の行動の様子を把握したり、定期的なアンケート調査を
行ったりしながら未然防止に努めてきた。また、いじめは起
こり得るという認識のもと、もしいじめが起きてしまった場合
にも深刻な事態に陥らないよう個々の事案についてケース
会を開くなど、組織的にまた迅速かつ誠実に対応すること
ができた。

3.4

○当たり前のこと３か条に絞り込んで取り組む姿勢に学校側の熱意を感じる。今後も粘り強く継続して取り組
んでほしい。（中間での評価も）
○「学校が楽しい」「相談にのってくれる」と回答した児童が多いことに安心と喜びを感じる。これからも児童理
解に努め、児童が安心して楽しく学校生活を送るようお願いしたい。
○集団登下校で高学年の児童が低学年児童の安全に配慮している姿を見掛ける。
○全体的にみてほとんどの児童が挨拶していると思う。また、はずかしがり屋の児童も声を出しての挨拶はで
きないが、会釈（笑顔）で接してくれるのでそれも立派な挨拶だと思う。
○挨拶はする子としない子がいる。また、自分からするのがまだまだ足りないので、我々大人も引き続き指導
していく。
○登下校時に児童に挨拶をするが、返答のない児童が目立つ。「知らない人には話をするな」という最近の家
庭教育が原因なのか。寂しい一面でもある。
○挨拶はとても元気によくできていると思う。言葉遣いや静かな廊下歩行は一人一人が気をつけているように
思うが、参観日等の様子を見ると高学年の方が守ることができていないように感じる。
○高学年児童が低学年児童に思いやりをもって優しく接している姿が登校班や給食当番の他、運動会の学校
行事等で見受けられてとてもほほえましいと思う。
○幼い時から生活習慣を望ましいものにしていると、問題にはならないのだが、親の認識に課題がある場合は
親の指導をしなくてなならい。その点について、親に学ばせる機関はないものか。市の生涯学習教室というも
のがあるが、道徳面のことまで取り上げているメニューがない。


